
今
年
度
の
柏
谷
区
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
38
組
の
奥
田
で
す
。

新
年
度
が
始
ま
り
、
早
三
ヶ
月
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は

元
号
が
変
更
と
な
る
時
代
の
節
目
の
年
で

し
た
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
区
民
の
皆

様
方
に
は
日
頃
よ
り
柏
谷
区
の
活
動
・
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
柏
谷
区
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
柏
谷
区
の
古

き
良
き
伝
統
は
継
承
す
る
中
で
、
時
代
に

合
う
よ
う
に
見
直
し
・
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
「
よ
り
安
心
・
よ
り
安

全
で
住
み
や
す
い
柏
谷
区
」
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
務
め
、
『
住
み
た
い
柏
谷
・
住

ん
で
よ
か
っ
た
柏
谷
』
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
運
営
を
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

今
年
度
柏
谷
区
の
事
業
に
つ
い
て
は
年

間
行
事
予
定
（
４
頁
に
記
載
）
に
従
い
、

計
画
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
年
２
月
よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス(

C
O
V
I
D
-
1
9
)

感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
昨
年
度
末
か
ら
今
年
度
の

行
事
に
つ
い
て
は
、
中
止
や
規
模
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
に

お
い
て
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
行
事
は
、

①
組
長
・
協
議
委
員
定
例
会
（
４
月
28
日
）

②
柏
谷
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
５
月
10

日
）
③
組
長
・
協
議
委
員
定
例
会

＆
研
修
会
（
５
月
30
日
）
④
函
南

町
ご
み
ゼ
ロ
運
動
（
５
月
31
日
）

⑤
柏
谷
区
納
涼
祭
（
７
月
25
日
）
。

規
模
縮
小
で
の
開
催
は
、
①
八
坂

神
社
祭
典
（
お
天
王
さ
ん
）
（
７

月
５
日
～
11
日
）
②
白
雲
庵
（
あ

た
ご
さ
ん
）
法
要
（
７
月
23
日
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
行
事
は
（
１
）
行
事
の
実
施
、

（
２
）
区
民
の

参
加
に
よ
り
、

（
３
）
盛
り
上
が
り
、
（
４
）
一

体
感
の
醸
成
、
（
５
）
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
現
時
点
で
は
７
月
の
行
事
ま
で
を
判

断
し
ま
し
た
が
、
８
月
以
降
に
つ
き
ま
し

て
は
、
参
加
さ
れ
る
区
民
の
安
全
を
考
慮

し
な
が
ら
今
後
の
情
報
を
も
と
に
判
断
を

し
て
い
き
ま
す
。

昨
今
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
台
風

の
大
型
化
な
ど
、

防
災
体
制
に
つ

い
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
昨

年
は
全
国
に
お

い
て
、
15

号
や

19

号
な
ど
の
大

型
台
風
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

柏
谷
区
内
で
は

幸
い
に
も
家
屋

へ
の
浸
水
被
害
等
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
住
宅
近
隣
地
に
お
け
る
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
の
三
要
素
は
『
自
助
・
共
助
・

公
助
』
が
基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
自

助
は
「
自
分
（
家
族
）
の
命
は
自
分
（
家

族
）
で
守
る
」
②
共
助
は
「
自
分
達
（
地

域
・
組
織
グ
ル
ー
プ
）
は
自
分
達
（
地
域
・

組
織
グ
ル
ー
プ
）
で
守
る
」
③
公
助
は

「
行
政
機
関
等
（
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊

な
ど
）
が
守
る
」
こ
と
で
す
。
①
自
助
で

は
日
ご
ろ
災
害
に
対
し
て
備
え
た
り
、
発

災
時
に
は
負
傷
せ
ず
に
生
き
残
る
事
が
防

災
対
策
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
②
共
助
で

は
自
分
が
負
傷
せ
ず
に
生
き
残
れ
た
ら
、

地
域
・
組
織
・
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
と
助

け
合
う
事
で
す
。
③
公
助
で
は
国
、
自
治

体
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る

公
的
な
救
助
・
災
害
支
援
や
復
旧
活
動
の

事
で
す
。
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
（
避
難
所
へ

の
水
・
食
料
の
提
供
）
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
、
情
報
収
集
と
発
信
・
伝
達
、
避

難
所
の
開
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

柏
谷
区
は
②
の
共
助
に
当
た
り
ま
す
。

区
で
出
来
得
る
こ
と
は
限
定
的
で
す
が
、

各
組
長
さ
ん
と
と
も
に
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
も
区
民
・
組
長
・
各
種
団
体
の

皆
様
方
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

す
が
、
一
年
間
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
区
長
の
53
組
の
栗
原
で
す
。

私
は
、
柏
谷
区
在
住
30
年
以
上
に
な
り

ま
す
が
、
勤
務
先
が
遠
方
だ
っ
た
た
め
、

柏
谷
の
活
動
に
は
全
く
無
関
心
で
し
た
。

３
年
前
に
組
長
を
担
当
し
、
そ
の
後
２
年

間
協
議
委
員
の
仕
事
に
携
わ
り
、
柏
谷
の

イ
ベ
ン
ト
の
多
さ
や
協
議
委
員
の
仕
事
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
祭
典
な

ど
の
準
備
・
実
行
、
災
害
時
の
対
応
、
ご

み
処
理
な
ど
生
活
環
境
の
維
持
で
区
民
の

皆
様
の
後
ろ
盾
と
な
る
仕
事
に
大
き
な
意

義
を
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
問
題
で
活
動
自
粛
の
状
況
で
す
が
、
早

く
区
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
た
自
治
活

動
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
計
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
21

組
の
岩
谷
で
す
。

様
々
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
昨

今
の
自
治
会
運
営
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
も
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
区
民
の
皆
様
に

と
っ
て
有
意
義
で
参
画
し
や
す
い
自
治
会

活
動
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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写
真
は
、
５
月
の
連
休
に
撮
影
し
た
閉
鎖
中
の
柏
谷
公
園

で
す
。(

今
は
開
園
し
て
い
ま
す
。
）
区
の
行
事
も
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
中
止
が
相
次
ぎ
、
今
年
度
最
初
の
発
行
と
な
る
こ
の

広
報
柏
谷
第
13
号
も
、
紙
面
作
り
に
少
し
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
寺
尾
坂
の

工
事
を
少
し
詳
し
く
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の

「
編
集
後
記
」
の
上
に
あ
る
、
い
つ
も
楽

し
い
泉
明
寺
み
ず
ほ
さ
ん
の
コ
ラ
ム
で
す

が
、
そ
の
本
文
中
の
「
昔
が
た
お
や
か
な

素
麺(

そ
う
め
ん)

サ
イ
ズ
だ
と
し
た
ら
今

や
堂
々
た
る
き
し
め
ん
サ
イ
ズ
」
と
い
う

一
文
が
気
に
な
っ
て
少
し
調
べ
て
み
ま
し

た
。
そ
う
め
ん
と
き
し
め
ん
の
違
い
は
誰

も
が
お
分
か
り
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
麺
の

太
さ
や
形
は
、
下
の
表
の
通
り
、
日
本
農

林
規
格
（
通
称
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
で
ち
ゃ
ん
と
決

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ひ
や
む
ぎ
、
う

ど
ん
と
の
違
い
も
、
麺
の
太
さ
の
み
と
い

う
こ
と
で
す
。
豆
知
識
も
付
く
楽
し
い
コ

ラ
ム
、
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

編

集

後

記

幼馴染の のぶただくん。小さい頃はツヤツヤスト
レートの坊ちゃん刈りでそれはそ
れは愛くるしい姿をしていたが、
時を経て今や温厚にして肉厚なおっ
さん。勿論友情は続いている。彼
は私に会う度に「僕はみずほさん
のセクシー写真を持っている」と
言うのだが、恥ずかしながらこれは事実である。肌
を隠すものはパンツ一枚のみというこの写真、何を
隠そう、名門自由が丘幼稚園夏のプールの時のもの
だ。ぺちゃぱいのわたくしがそこに写っている。実
は、この夏の遊びによって私は心乱されていた。可
愛く結ってもらった髪を濡らすのが嫌。素敵なビキ
ニを持っているのに白いパンツで泳ぐのが嫌と。私
の小さな心の機微という部分が、大人が思う以上に
過敏に働いていたのである。故に私は幼稚園を脱走
した。遠い昔の思い出話である。

さて、心模様は人によって千差万別で、小さなこ
とにも思い悩む方もいれば、常に泰然自若としてい
る方もいる。私は人に比べて細やかというわけでは
決してないが恥の多い我が人生の中で「あの時あん
なことをしなければ…」とか「あんな風に言わなけ
れば…」と後悔し身もだえするほどの羞恥に襲われ
ることは多々あった。ところが、３０歳を過ぎた頃

からどういうわけか、きまりの悪さを感じる事が少
なくなり、よって恥じらいもなくなり、今や図々し
いの域まで来ている。恥は、他人の目にどう映って
いるか、どう思われているかを意識するところから
生まれると思うが、恥と誉の間の「別に平気」の領
域が年齢とともに広くなっていっているような気が
する。心の琴線も、昔がたおやかな素麺(そうめん)
サイズだとしたら今や堂々たるきしめんサイズだ。
しかしまあ、この脱繊細は往々にして「きっと大丈
夫」とか「なんとかなる」などのポジティブシンキ
ングをももたらし、生きやすさにも繋がっていると
思う。鈍感力、とういう言葉は長所を表すくらいだ。
だが、この新型コロナウィルス感染症の流行によっ
て、そうそう鈍感・無神経でもいられなくなった。
何しろどこにウィルスが潜んでいるか分からない、
感染するかもしれないし、させるかもしれないとい
う状況なのだから、細心の注意を払う事は必須。と
はいえ、あまり神経過敏だと、他人の行動まで気に
なって必要な日常生活を送るのもままならなくなる。
目下、鈍感と敏感のバランスが非常に微妙な状況が
続く中、沢山の方がストレスを溜めておられるだろ
う。

ところでステイホームの期間、皆
様はどのように過ごされていたのか。
手の込んだお料理にチャレンジ、アー
ト作品の創造、足りないマスクを手
作り…。私の場合、最初の志は高かっ
た。近頃だいぶへこたれてきた脳みその知の部分を
活性化させるべく、苦手なジャンルの指南書を入手
したのが４月当初。そして、ページ進まず今に至る。
「誰にでも解る」とタイトルに明記されていたが、
これは看板に偽りありではなかろうか。

日枝神社宮司 泉明寺みずほ

瑞穂のくに の
ものがたり

令和２年度 柏谷区年間行事予定

月 日 行 事 場 所
7月 5日（日） 流川清掃（河川美化・通学路清掃） 流川周辺

7月11日（土）
八坂神社式典（お天王さん）
※遷座祭､お涼み､御神輿は中止

日枝神社

7月23日（木）
白雲庵(あたごさん)法要
※子供相撲は中止

柏谷公民館

8月30日（日） 柏谷区防災訓練（町と合同） 柏谷区内

9月10日（木） 風祭式典 日枝神社

9月27日（日） 柏谷区区民体育大会 東小グラウンド

10月11日（日） 日枝神社例大祭 日枝神社

10月25日（日） 柏谷区敬老会 老人いこいの家

11月23日（月） 感謝祭式典 日枝神社

12月 6日（日） 地域防災訓練 柏谷区内

12月31日(木）
～ 1月1日(金）

除夜祭式典、元旦祭式典 日枝神社

1月10日（日） 秋葉神社式典、山の神式典 柏谷区内

2月17日（水） 祈年祭式典 日枝神社

3月 7日（日） 厳島神社式典、地神様式典
厳島神社
地神様

4月11日（日） 令和２年度柏谷区総会 柏谷公民館

※ 7月25日(土)に予定されていた納涼祭は中止になりました。
新型コロナの関係で、行事の予定や内容が変更になる場合があります。

種 類 麺の太さ･形（ＪＡＳ規格）

そうめん 直径 1.3mm 未満

ひやむぎ 直径1.3mm以上 1.7㎜未満

うどん 直径 1.7mm 以上

きしめん 幅4.5㎜以上 厚さ2㎜未満


